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発行：4 小学校統合実行委員会 

 
      

 

校名候補は「日和山」小学校 

 11 月 25 日(月)に行った第 3 回統合実行委員会では，前回の統合実行委員会において，

１柳都，りゅうと ，新潟柳 都 ２日 和山 ３ よつば・四つ葉・四ツ葉・四葉の 3 案に 絞り

込まれていた統合小学校の校名案について検討しました。その中では，委員に寄せら れた

3 案それぞれに対する保護者の声や地域の意見が報告されました。 

 １  柳 都，りゅ うと，新 潟柳都  

  「新潟の新しいイメージがある」や「中学校と同じ名前が良い」といった意見が あっ

た一方，「中学校の名前にこだわらず，小学校の独自性を重視することも必要」などの

意見がありました。 

２ 日和 山 

  「歴史的に湊町として栄えてきた新潟にふさわしい名前」や「日和山という地名 は広

くこの地域に親しまれた名前」，「全国の湊町に日和山はあるが，日和山小学校は ない

ので統合小学校の校名として良い」などの意見がありました。 

 ３  よ つば・四 つ葉・四 ツ葉・四 葉 

  「４つの小学校が統合して新しい学校となるにふさわしい」や「四葉のクローバ ーか

ら幸せなイメージがある」などの支持する意見が出された一方，「新しい小学校となる

ので過去の４校にこだわることはないのではないか」などの意見が出されました。 

上記のように様々な意見がある中で協議を重ねた結果，統合中学校とは異なるが，長 い

歴史と伝統を踏まえ湊町新潟の原点に返るという観点から，教育委員会へ提案する統 合小

学校の校名候補は「日和山 小学校」 とすることを全会一致で採択しました。 

この他，委員会内に設置された４部会について，次のような日程で第１回部会を開催し，

活動を開始することになりました。 

   ◎総務部会（部長：小林栄小校長）・・・１２月９日（月） 

   ◎安全安心部会（部長：大岩豊照小校長）・・・１月２４日（金） 

   ◎地域連携部会（部長：石川湊小校長）・・・１月２３日（木） 

   ◎PTA・行事部会（部長：佐藤入舟小校長）・・・１２月１７日（火） 

次回，4 小学校統合実行委員会は，２月１９日（水）に栄小学校において行います。 

 

 

問 合 せ 先 ： 新 潟 市 教 育 委 員 会 教 育 総 務 課 企 画 室  

(TEL:025-226-3178  FAX:025-230-0401  E-mail :somu.ed@city .ni igata. lg. jp)  

統 合 実 行 委 員 会 の 協 議 内 容 等 は 、 後 日 、 新 潟 市 の ホ ー ム ペ ー ジ (子 育 て ･教 育 → 学 校 教 育 → 学 校 適 正

配 置 )に 掲 載 し ま す 。 (http://www.city .ni igata. lg. jp/kosodate/gakko/tekisei/ index.html) 



  ４小学校の教職員増員についての要望書が提出されました 

統合実行委員会の活動とは別に，地域において「４小学校統合に係る人員配置につい て

の要望書」が１２月１３日に新潟市教育委員会教育長へ提出されました。この場をお 借り

してその内容をお知らせいたします。 

 

要 望 事 項 

師走の候、貴職におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

私たち豊照小学校・湊小学校・栄小学校・入舟小学校のＰＴＡ及び各地域のコ

ミュニティ協議会は、この地域の子ども達に良好な教育環境を実現するため、小

規模化が進む４つの小学校の統合を決断し、現在、統合小学校の開校に向けて活

動しております。 

さて、新潟市では例のない４小学校の統合という大事業を円滑に進めるための

準備段階では、主役である４校の児童の融和が図られることと共に、各学校にお

ける学校生活を安定させることを第一に考えなければなりません。融和を図る例

としては、４小学校の同学年の児童が、教科や総合学習において共同学習を実施

すること、学校行事において交流活動を実施することなどが考えられます。また、

学校生活の安定については、教職員に統合に関わる様々な業務が加わることによ

って子どもにかかわる時間が少なくなり、子どもたちの活動や生活に影響を及ぼ

すとも考えられます。いずれにしても，統合による教職員の負担は大きくなると

推察されます。しかし現状では、４小学校のうち複数の学校が平成 26 年度に複式

学級を編制する児童数となり、教職員の減員が想定されます。複式学級を否定す

る意図はないものの、これにより統合後に同一学年となる児童同士が融和を図る

ために必要な交流活動や残り一年となる各学校の活動に支障が出ると懸念されま

す。 

少子化による児童数の減少が４小学校統合の大きな要因であり、また、国の明

確な基準により学級編制がおこなわれることは十分に承知しておりますが、統合

という稀有な状況にある児童には，出来るだけ負担をかけない特別な配慮が必要

と考えます。教育委員会におかれましては、平成 26 年度一年に限り、次の事柄に

ついて実現くださるよう要望いたします。  

統合を予定している豊照小学校、湊小学校、栄小学校、入舟小学校において平

成 26 年度については、統合に向け４小学校の児童の融和を図るため全学級が単式

学級で編制できるよう、また、統合による業務量増加に鑑みて教職員の子どもに

関わる時間の確保のため、相当の人員の配置を行うこと。 

私たち、４小学校のＰＴＡ及びコミュニティ協議会は、今後とも地域の将来を

担う子どもたちのために支援を続けていく所存であることを申し添えます。 

豊 照 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 仲川志奈子 

湊 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 早藤  智 

栄 小 学 校 愛 育 会 会 長 本間  亮 

入 舟 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 野内 隆裕 

豊 照 地 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 会 長 小松 順一 

湊 校 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 会 長 阿部 一之 

栄 小 学 校 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 会 長 吉江 常浩 

入 舟 小 学 校 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 会 長 田村 幸夫 


